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（10）高齢者福祉施策の市民評価と要望 

ア 高齢者福祉施策の市民評価 

      高齢者施策のうち充実してきたと思うものについて尋ねたところ、一般

高齢者、在宅高齢者のいずれにおいても、「健康づくり・介護予防に関する

こと」が最も多く、一般高齢者では３９．４％、在宅高齢者で３２．８％と

なっています。次いで、一般高齢者では「生きがいづくりに関すること」で

１８．７％、在宅高齢者では「高齢者の相談窓口に関すること」が１５．７％

となっています。 

【 図２-２-４４ 高齢者福祉施策の市民評価 】 
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【出典】 平成25 年度 北九州市高齢者等実態調査
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イ 高齢者福祉施策への要望 

    今後、更なる高齢化の進行が見込まれる中で、本市が重点を置くべき施策に

ついて尋ねたところ、一般高齢者では「健康づくりや介護予防に関連した事業

の充実」が３８．２％と最も多く、在宅高齢者では「在宅介護のためのヘルパ

ーやショートステイなどのサービスの充実」が３７．１％と最も多くなってい

ます。 

【 図２-２-４５ 高齢者福祉に対する重点施策 】 

【出典】 平成25 年度 北九州市高齢者等実態調査


